
浅
田
二
郎
の
一
般
質
問
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

高
橋
美
博
の
一
般
質
問
か
ら 

障
害
者
の
雇
用
確
保
を 

問 

障
害
者
雇
用
率
制
度
が
改
正

に
よ
り
、
対
象
は
従
業
員
５６
人

以
上
規
模
か
ら
５０
人
以
上
に
拡

大
さ
れ
、
雇
用
率
も
民
間
企
業

は
1.8

％
か
ら
2.0

％
に
、
国
や
地

方
公
共
団
体
は
2.1

％
か
ら
2.3

％

と
引
き
上
げ
と
な
る
。
本
市
の

対
応
は
。 

答 

本
年
度
雇
用
率
は
２
・
24

％

で
法
定
雇
用
率
2.1

％
を
上
回
っ

て
い
る
。
引
き
続
き
採
用
に
務

め
て
い
き
た
い
。 

問 

市
内
の
民
間
企
業
の
雇
用
率

の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。 

答 

法
定
雇
用
率
が
適
用
と
な
る

企
業
４５

社
中
２３

社
が
達
成
し

て
い
る
。 

問 

来
年
４
月
施
行
の
障
害
者
優

先
調
達
法
に
よ
り
、
毎
年
度
調

達
方
針
の
作
成
と
調
達
実
績
の

公
表
が
努
力
義
務
と
な
る
が
。 

答 

庁
内
へ
の
周
知
と
関
係
団
体

と
の
調
整
を
行
い
、
今
年
度
中

に
調
達
方
針
を
作
成
す
る
。 

常
設
資
源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を 

問 

ご
み
の
焼
却
処
理
量
が
増
え

た
一
方
、
再
資
源
化
処
理
量
が

減
少
し
て
い
て
目
標
が
達
成
で

き
て
い
な
い
。
要
因
は
何
か
。 

答 

市
民
１
人
１
日
あ
た
り
の
排

出
量
は
６
４
６
グ
ラ
ム
、
リ
サ

イ
ク
ル
率
も
２２
・
４
％
と
い
ず

れ
も
目
標
を
達
成
で
き
て
い
な

い
。
燃
や
せ
る
ご
み
の
増
加
は

台
風
に
よ
る
倒
木
等
の
搬
入
や

コ
ン
ビ
ニ
店
舗
の
増
加
で
分
別

が
で
き
て
い
な
い
ご
み
の
搬
入

増
、
資
源
ご
み
減
少
は
民
間
の

古
紙
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

が
要
因
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

問 

本
市
の
資
源
ご
み
収
集
は
先

進
的
取
組
み
だ
が
、
自
治
会
役

員
の
負
担
や
収
集
場
所
が
限
ら

れ
高
齢
者
の
運
搬
が
困
難
な
ど

の
問
題
も
あ
る
。 

答 
負
担
軽
減
対
策
と
し
て
は
、

資
源
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す

る
こ
と
が
先
決
で
、
ご
み
の
分

別
方
法
を
熟
知
す
れ
ば
回
収
が

効
率
的
に
な
り
、
立
会
人
数
の

削
減
、
立
会
時
間
の
短
縮
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。 

問 

愛
知
県
の
日
進
市
な
ど
で
は

常
設
の
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
設
置
し
て
い
る
。
本
市
で

も
実
施
で
き
な
い
か
。 

答 

１
月
実
施
予
定
の
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
で
行
政
改
革
を
推 

進
す
る
た
め
の
市
民
討
論
会
」

の
テ
ー
マ
と
し
て
改
善
案
を
提

案
し
、
実
現
に
向
け
た
対
応
を

は
か
る
。
市
内
数
ヶ
所
に
休
日

用
集
積
所
を
設
け
る
こ
と
な
ど

も
考
え
て
い
る
。 

就
学
援
助
制
度
の
周
知
徹
底
を 

問 

本
市
の
要
保
護
・
準
要
保
護

の
児
童
生
徒
の
認
定
率
は
。 

答 

本
年
１０
月
末
現
在
の
認
定
率

は
要
保
護
が
０
・
２６
％
、
準
要

保
護
が
４
・
４８
％
、
合
わ
せ
て

４
・
７４
％
で
あ
る
。 

問 

本
市
の
認
定
基
準
は
他
市
と

比
較
し
て
ど
う
か
。 

答 

準
要
保
護
者
の
所
得
基
準
は

生
活
保
護
基
準
生
活
費
の
１
・

３
倍
の
自
治
体
が
あ
る
な
か
、

本
市
は
１
・
５
倍
以
内
と
し
、

よ
り
多
く
の
児
童
生
徒
に
援
助

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

問 

国
は
平
成
２２
年
度
か
ら
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
費
、
生
徒
会
費
、
ク
ラ
ブ

活
動
費
も
支
給
対
象
に
拡
大
し

た
。
本
市
の
対
応
は
。 

答 

ク
ラ
ブ
活
動
費
は
中
学
で
は

任
意
の
加
入
で
あ
り
支
給
対
象

と
し
て
い
な
い
。 

問 

本
市
の
認
定
率
は
、
静
岡
県

の
平
均
の
６
％
よ
り
も
低
い
。

理
解
し
や
す
い
周
知
が
必
要
で

は
な
い
か
。 

答 

わ
か
り
易
い
も
の
と
な
る
よ

う
検
討
す
る
。 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
し
た
教
育
推
進
を 

問 

本
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
現
状
と

今
後
の
整
備
方
針
は
ど
う
か
。 

答 
小
中
学
校
に
パ
ソ
コ
ン
１
２

８
６
台
整
備
（
１
台
当
た
り
の

児
童
生
徒
数
は
５
・
９
人
）
を

は
じ
め
、
電
子
黒
板
、
大
画
面

テ
レ
ビ
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
な
ど
を

整
備
し
て
い
る
。 

問 

各
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

開
設
状
況
と
内
容
は
ど
う
か
。 

答 

各
学
校
の
教
育
理
念
・
経
営

理
念
な
ど
を
図
式
し
た
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
し
掲
載
、

年
間
予
定
や
学
校
行
事
な
ど
活

動
の
様
子
を
掲
載
し
、
地
域
と

の
共
有
を
図
っ
て
い
る
。 

問 

活
用
が
期
待
さ
れ
る
公
民
館

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
は
ど
う
か
。 

答 

職
員
１
人
１
台
ず
つ
パ
ソ
コ

ン
を
配
備
、
市
と
の
事
務
連
絡

も
メ
ー
ル
で
行
っ
て
い
る
。 

 

適
切
な
情
報
提
供
は
市
の
責
任 

問 
 

災
害
等
緊
急
時
に
、
確
実
、

迅
速
、
正
確
な
情
報
提
供
の
現

状
と
今
後
の
対
応
は
。 

答 

こ
れ
ま
で
同
報
無
線
の
子
局

２
１
６
箇
所
と
個
別
受
信
機
約

７
０
０
、
防
災
ラ
ジ
オ
約
１
万

台
、
携
帯
電
話
を
活
用
し
た
メ

ロ
ー
ね
っ
と
（
10
月
末
現
在
防

災
情
報
登
録
６
０
４
３
件
）
さ

ら
に
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
な
ど

を
整
備
し
て
き
た
。
Ｆ
Ｍ
を
活

用
し
た
臨
時
災
害
放
送
局
の
導

入
の
検
討
を
す
す
め
て
い
る
。 

問 

大
き
な
情
報
源
で
あ
る
同
報

無
線
で
、
緊
急
性
、
重
要
性
を

疑
う
放
送
が
あ
る
が
、
同
報
無

線
放
送
の
管
理
運
営
基
準
は
。 

答 

災
害
、
気
象
、
公
害
な
ど
の

注
意
報
や
警
報
、
人
命
・
財
産

に
関
わ
る
重
要
事
項
、
市
政
に

関
す
る
周
知
な
ど
の
内
容
、
ま

た
、
運
用
時
間
、
通
報
方
法
な

ど
基
準
を
定
め
て
い
る
。 

問 

８
月
31
日
の
「
津
波
注
意
報
」

の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
、
本
市

に
お
い
て
は
、
磐
田
市
よ
り
約

１
時
間
、
注
意
報
発
令
よ
り
約

２
時
間
遅
れ
で
発
信
さ
れ
て
い

る
の
は
ど
う
し
て
か
。 

答 

発
信
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
判

断
に
時
間
が
掛
か
っ
た
こ
と
に

加
え
、
操
作
方
法
に
不
慣
れ
で

あ
っ
た
た
め
、
時
間
を
要
し
た
。

今
後
、
即
時
に
発
信
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
く
。 

法
令
を
遵
守
す
る
悪
臭
対
策
を 

問 

こ
れ
ま
で
の
南
部
養
豚
業
者

か
ら
発
生
す
る
悪
臭
に
対
す
る

市
の
取
組
は
。 

答 

臭
気
指
数
（
規
制
値
13
）
規

制
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
県

や
有
識
者
を
交
え
「
畜
産
環
境

対
策
協
議
会
」
を
設
立
し
、
対

策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。「
改
善

勧
告
」
の
発
動
、
６
回
の
改
善

計
画
書
の
提
出
を
求
め
る
な
ど

の
措
置
を
講
じ
て
き
た
。 

問 

昨
年
度
後
半
か
ら
，
悪
臭
に

対
す
る
苦
情
が
増
え
た
。
そ
の

要
因
は
。 

 

答 

昨
年
９
月
の
台
風
15
号
に
よ

り
、
養
豚
舎
等
の
施
設
が
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
こ
と
も
要
因

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。 

問 

臭
気
指
数
13
が
守
ら
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。 

答 

平
成
23
年
度
に
お
い
て
は
、

14
回
中
11
回
が
臭
気
指
数
14

〜
18
と
基
準
値
を
超
過
し
て
い

た
。
今
後
は
、
改
善
に
向
け
た

指
導
を
さ
ら
に
強
化
す
る
と
と

も
に
、
改
善
勧
告
の
再
発
動
、

さ
ら
に
は
改
善
命
令
も
視
野
に
、

臭
気
指
数
13
の
遵
守
に
向
け
対

応
し
て
い
く
。 

都
市
計
画
税
の
使
い
道
は
適
切
か 

問 

都
市
計
画
税
の
課
税
は
、
新

た
な
都
市
基
盤
整
備
の
た
め
と

説
明
を
受
け
て
き
た
。
し
か
し
、

平
成
23
年
度
で
見
る
と
、「
都
市

計
画
事
業
は
、「
街
路
事
業
」
４

億
１
千
万
円
余
、「
土
地
区
画
整

理
事
業
」
１
億
６
千
万
円
余
、

「
下
水
道
事
業
」
３
億
円
余
で
、

合
計
８
億
８
６
０
０
万
円
で
あ

る
。
都
市
計
画
税
収
は
13
億
円

弱
で
あ
り
、
都
市
計
画
事
業
費

よ
り
多
い
。 

答 

事
業
の
性
格
上
複
数
年
で
見

る
と
、
平
成
19
年
度
か
ら
23
年

度
ま
で
の
５
年
間
で
は
、
都
市

計
画
税
収
が
53
億
円
余
で
、
国

や
県
の
補
助
金
な
ど
も
活
用
し

１
０
３
億
円
余
の
都
市
計
画
事

業
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。 

問 

新
た
な
都
市
整
備
事
業
に
充

当
さ
れ
た
１
億
３
千
万
円
余
以

外
の
11
億
５
千
万
円
余
（
都
市

計
画
税
収
の
約
９
割
）
が
、
地

方
債
の
償
還
金
に
充
当
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
で
は
借
金
返
済
の

た
め
の
都
市
計
画
税
課
税
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

答 

総
務
省
通
知
に
お
い
て
、
都

市
計
画
事
業
費
に
は
「
過
去
に

実
施
し
た
事
業
に
か
か
る
借
入

金
の
償
還
費
も
含
ま
れ
る
」
と

の
解
釈
が
明
示
さ
れ
て
い
る 

問 

都
市
計
画
事
業
が
減
少
し
た

た
め
、
課
税
を
廃
止
し
た
り
、

税
率
を
引
き
下
げ
た
自
治
体
も

あ
る
。「
事
業
に
見
合
っ
た
税
率

と
す
る
こ
と
」「
課
税
区
域
を
見

直
す
こ
と
」
な
ど
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。 

答 

都
市
計
画
街
路
の
整
備
や
公

共
下
水
道
の
普
及
、
土
地
区
画

整
理
事
業
な
ど
の
事
業
化
も
推

進
中
で
あ
る
な
ど
，
事
業
を
安

定
的
に
進
め
て
い
く
た
め
都
市

計
画
税
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
見
直

す
予
定
は
な
い
。 


